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著者 大見広規 他 

 

調査地域 北海道 

 

調査時期 2002年 

 

調査対象 3歳 

 

依頼数 7736人 

有効回答率 86.2％ 

 

診断方法 自己申告（既往） 

 

有症率 6.6％ 

 

調査概要 北海道における 3歳児検診を受診した児を対象にアレルギー疾患を調査した 

  論文。食物アレルギー発症に関して、居住地が群部、出生順が第 2子以降、 

  授乳法が人工乳、室内犬の飼育、同居者の非喫煙が優位な関連因子であった。 

 


